第１９回　府政情報室会議の概要
日　時：平成２１年１０月２０日（火）　室長室
議　題：（１）府民の声の見える化について　 １３：０７～１３：５０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３：５２～１４：４５（途中中断あり）

　　　　 （２）究極の情報公開  　　　　　　　　　１５：００～１５：５５
出席者：府政情報室長、広報課長、府民課長、情報公開課長
　　　　［府民課お問合せＣＧ］府民課参事、府民課総括主査、府民課主事
　　　　［広報課企画Ｇ］広報課総括補佐、広報課課長補佐、広報課総括主査
＜議題：（１）府民の声の見える化について＞

【府政情報室長】
資料の表中の公職者の部分は上３つと下のものとでどういうわけ方をしているのか。

仲介・斡旋という観点から分けているのか。下６つの部分以外にはバックに“府民”というものが

ないのではないか。上３つと下６つを分ける基準が必要。

【府民課参事】

特定個人の仲介などかどうかというところで分ける。特定個人の名前を出した時のみ対象とする。

【府政情報室長】

そんなことをしたら対象はゼロ件になってしまう。外形的にきちんとした基準が必要。

【府民課参事】

特定個人の名前が出るかどうかを判断基準にする。

【府政情報室長】

そんなことをしたら、自ら逃げ道をつくるようなもので、制度が形骸化してしまう。

公職者からのものだけをなぜ特出しするのかという議論になる。最初は、一般府民、公職者関係なく全て公表しましょうという所から始まっている。そこで制度を見ていくと、一般府民のものは既に公表の制度があり、公職者からのもののみ残っているという論理にすべき。最初から公職者　だけを狙い打ちにすると反発がある。府議会議員からのものは「府に寄せられる声」というくくりはおかしい。そもそも府議会議員は府の内部のはず。外からのものについては全て記録・公表の対象。内からのものは“究極の情報公開”で公表。

【府民課参事】

“公職者の声”と“究極の情報公開”を分けると区別が難しい。

【府政情報室長】

全て公表と言ってしまえば、新たな制度をつくる必要はなくなってしまう。ただ、内部の意思形成

プロセスと外からのものはわけなければならない。府議会議員はどちらに含まれるか難しいが、

うまく制度設計する必要がある。

【広報課総括補佐】

私設秘書や府職員を通して、外の声を中に入れているというニュアンスでよいのではないか。
広聴というよりもコンプライアンスに近い。

【府政情報室長】

まず“内からの声”と“外からの声”に分ける。そのからのものには、一般府民、団体、公職者などがあるが、一般府民からのものには広聴、団体からのものには団体広聴がある。ただ、府議会議員は外と内の両方の性質がある。市町村からの要望等は“究極の情報公開”の対象にするのは少し違うのではないか。

【広報課長】

口利きなどは、“議員”という肩書きを使うかどうかが問題。

【府政情報室長】

議員は口利きのようなものも含めて、府民の声を代弁するのが議員活動だという認識だ。

【広報課長】

議会に説明しやすい論理展開は、まず内の声と外の声に分けるのがよい。

【情報公開課長】

とりあえず全て記録して、公表する時に仕分けをすればよいのはないか。

【府政情報室長】

それぞれの公表の根拠をもっときっちり書くべき。

【情報公開課長】

今ではメモで残しているようなものを公表するという考え方もある。

＜議題：（２）究極の情報公開＞
【広報課長】

 概要資料により説明

【府政情報室長】

　記録化と共有化を分けない方がいいのではないか。共有化というのがわかりにくい。

　格納場所と書いているが、共有化の場所はどこかというのがわからない。チームサイトということか。

【広報課課長補佐】

　チームサイトの共有ドキュメントのこと。

【府政情報室長】

　言葉で聞いているだけでは、よくわからなくなる。概要なので、今いろいろなところに格納されて
 いるのを、チームサイトに入れるということが分かれば良いということなのか。

【広報課長】

　そういうこと。

【府政情報室長】

　情報共有のルールに書いているのは、格納場所以前の話でこれは記録化の話。
【広報課長】

　確かにこれは記録化の話。

【府政情報室長】

　言いたいことはわかるが、共有化という言葉がわかりにくい。

【広報課長】

　情報の記録・保管くらいですか。

【府政情報室長】

　「情報の記録・保管」という四角にして、■１　■２　■３　■４があり、そこから下に矢印をのばし、格納場所を所属チームサイトとすれば、見た目わかりやすい。

【府政情報室長】

　所属チームサイトの設置と施策チェックボードの設置が、同じものなのか違うものなのかがわか
らない。チェックボードは見せる化の話、チームサイトの話は内なる話なのだが、ざっと聞いてい　るとイメージしにくい。チームサイトは府民には見えないので、キャッチがいらない又は「業務の
　共有化」とすればいい。見えるのは、チェックボードとすればいい。

【広報課総括補佐】

　表現が難しいが、「所属チームサイトにある情報のうち主要課題の府民に見せるべきところがチ
　ェックボードとイコールである」ということ。

【府政情報室長】

　所属チームサイトの一部だけが、チェックボードにあるということがわかりにくい。

【広報課長】

　府民に見せるものだけを、チームサイトから抜き出したものがチェックボード。チームサイトとチ
　ェックボードの関係性を書かないといけない。所属チームサイトの中の１項目にチェックボード
　があるということを書いておかないといけない。

【府政情報室長】

「対象となる府政情報」と「公表する意思形成過程情報」は並列なのか。一緒なのか？このうちの
　ということなのか？

【広報課長】

　それぞれについて途中経過があるということ。ないものもあるだろうということ。

【府政情報室長】

　わかりにくい。「対象となる府政情報」は項目であって、項目を縦としたら、「公表する意思形成
　過程情報」は横ということか。

【広報課長】

「対象となる府政情報」は「何を」、「公表する意思形成過程情報」は「どの部分を」ということ。

【広報課総括補佐】

　府政情報と言うことがわかりにくいのか。
【府政情報室長】

　要するに時系列で見せると言うことが項目で、こういうステップが全部並べられていると言うこと
　を言いたいのか。基本的には項目があって、項目ごとに時系列でチームサイト入っており、その
　うち主なものを抜き出して公表画面につながるということか。
【広報課総括補佐】

所属チームサイトにあるもののうち、内部の人間が共有するために置いてある、府民に関係のないものは削ぎ落として、課題ごとのデータが全部チェックボードにくると言うこと。
【府政情報室長】

　公表の遡上に載せる基準としては、こういう主なもの。

【広報課総括補佐】

　所属チームサイトに、何の情報を入れるのかということが、左の下に書いていないからわかりに
　くい。

【府政情報室長】
　所属チームサイトに入るのは、すべての組織共有文書。公表する情報と言わなくても、ここに入
　れるものはすべて組織共有文書である。

【広報課長】

　その場合に時系列化したものを入れる。

【府政情報室長】

　あとは、意思形成がわかるような議事録も残していくということ。それを電子媒体にし、ここに項
　目ごとのプロセスがすべて入っていて、これを仕事に役立て、共有化出来るようし、これを府民
　に見せることができるか。すべて見せても仕方がないので、府民が関心の高いものに絞って公
　表する。それがチェックボードということ。

【広報課総括補佐】

　チームサイトの中にもチェックボードがあって、それが右へのアウトプットになる。

【広報課長】

資料　３　職員の情報入力画面（ｐ４～ｐ５）について説明

【府政情報室長】

　チェックボードは主なものということであったが、それ以外の通常業務や、水面下のものはどこにあるのか。
【広報課課長補佐】

　ドキュメントの中に保存される。
【広報課長】

２府民への情報公表画面（ｐ２～３）を説明

【府政情報室長】

　タイトルは、「府政の情報公表ポータルサイト」ではなく「施策の意思形成プロセス」ポータルサ
　イトとしてほしい。

【広報課総括補佐】

　部長レクは、入力を先に説明することで良いか。

【府政情報室長】

　それで良い。

【府政情報室長】

　予算の執行は行っているのか。
【広報課総括補佐】

　来月これでシステム開発を行う。予算内で実施できる。

【府政情報室長】

　チームサイトの中で、チェックボードにするときに公表・非公表を決めている。
【情報公開課長】

　公表・非公表も決めているし、コメントも入れておかなければいけない。
【広報課総括補佐】

　資料も表に出るという前提で作成しないといけない。

【府政情報室長】

　主なものプラス何らかの規則で公表の基準が必要。個人情報や、企業情報など。ただし意思形
　成過程とは言えないが。

【情報公開課長】

　競争上の地位を害するものなど。
【府政情報室長】

　ありきたりのものしか公表されないとなると、もったいない。しかし、チームサイトを作るだけでも意味はある。出そうと思えば、やる気になればいつでも出せる。

【広報課総括補佐】

　室会議は、各項目の中のいついつの室会議の資料・議事録という形で出る。

【広報課課長補佐】

　室としても室会議という項目を作成すれば皆で共有できる。

【広報課長】

　資料修正をして、再度ご確認いただく。

（了）
